


1. はじめに

長野市街地から 戸隠へ向かう途中の 浅川

ルー プライン道路脇にあづま屋があります。

この中には、 石油井戸があり、 か つて、 こ

こで石泊がくみ上げられていました（図2)。

今回は、 長野市 の石油の歴史について紹介し

ます。

図2：浅川石油井戸にある、石油をくみ取るためのモー

タ ー （上）と浅川産の石油（下）。
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2. 長野市の石油の歴史

2-1．江戸時代の石油

浅川真光寺（長野市）の石油産出が最初に

文献に登場するのは、 江戸時代(1753年）

に出版された「干曲之真砂」で す。「檀田村

という 所に、 地中より油湧出る所有、 山沢の

水辺に井有、 これを集めて灯寸也」とあり、

この時代には、 石油が利用されていたことが

わかります。 また、19世紀初めに執筆され

た「信濃奇勝録 」には、 浅川の岸辺の石油井

戸が描かれています（図3)。 浅川以外の地

域でも石油や天然ガスの噴出があったことが

知られています。松代藩の絵師、 青木雪卿が

松代藩内の様子を描 いた「封内御巡視之図」

の内、「宮野尾村地内字地獄硫黄火之図」には、

畑の中の炎を人が見ている様子が描かれてい

ます。 地下から噴出した天然ガスが燃焼して

いる様子だと思われます（図4)。

1847年 5月8日（旧暦3月24日）午後

10特頃、 長野盆地の直下を震源と可る大き

な地震が起こりました。 推定マグニチュ ー

ドは 7.4、 善光寺付近では火災も多く発生 

し、家の 8割が失われました。 御開帳のため、 

善光寺には多くの参拝者が訪れており、 当時 

の善光寺町内だけでも約2,500 人もの死者

が出ました（図5)。 この地震は善光寺地震

と呼ばれ、江戸時代以降、 長野市近隣で起こっ

た最大規模の地震とされています。

善光寺地震が発生した後、 浅川の河川敷か

ら石油や天然ガスが出たことが記録に残って

いま寸（表紙圏1)。 その後、 真光寺村の新井

藤左衛門は浅川の石油に注目し、1854年から

井戸を掘り始め、1856年に石油の採掘に成功

します。藤左衛門は浅）1|真光寺の白山神社に祀

られています。 この石油は不純物が多く燃やす

と悪臭がしたため不評でしたが、松代藩の佐久

間象山から教えられたランビキ法を用いて純度

の高い石油を手に入れられるようになったとい

われています。





園5：地震後世俗語之種（真田宝物館蔵）。 地震による建物の損壊と火災が描かれている。

ランビキという呼び名はポルトガル語の

Alambique（アランビック）に由来しま百。
一ランビキ法は蒸留法の つで、 焼酎や蒸留水

をつくる際にも使われました。 ランビキ法で 

石油の純度を高めるには、 以下の手順をとり

ます。

ます、 大きな窯に原油を入れて熱し、 その

上を甕で蓋をします。 原泊が熱せられて温度

が上がると、 沸点が低い石油だけが蒸発し、 

窯の底には不純物が残ります。 蒸発した石油

は甕の内側に凝結し液体となります。 甕の内

-

図6：左は佐久間象山が使用したと伝わるランビキ（松
代小学校蔵）。 右はランビキのしくみ。 原油を火に
かけて、 沸点が低い石油だけを取り出す。
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側に溝が作られており、 溝から外側に管でつ

ながれています。 この溝と管を通って石油は

外へ流れ出ていきます（図6)。

2-2．長野石炭油会社の設立

明治に入ってすぐの1869年、 新政府は鉱

山の試掘を一般に開放し、 鉱山ブームが起こ

ります。 その中で、 今からちょうど150年

前の1871年8月、 石坂周造 がこの周辺の

採掘権を買い取り、 長野石炭油会社を設立し

ました。 これが日本初の石油会社です。

石坂周造は、 明治維新において活躍した山

岡鉄舟の縁者で、 票末には新選組の前身、 浪

士組に加わるなど、 尊王攘夷の志土として活

動しました。 明治に入り、 石油に興昧を持つ

ようになり、 石油業を始めます。 石坂は長野

市北石堂の刈萱山西光寺境内に石油精製所を

つくります。 伺去真光寺で掘った石泊をここ

で精製していました。

1872年、 長野石炭油会社は社名を長野石

油会社へ変更します。新しい機械を購入し、










